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１【提出理由】

　当社は、当社の連結子会社であるDuluxGroup Limited（以下、DuluxGroup社）が、イギリスに新たに設立したDGL

International (UK) Ltdを通じて、Cromology Holding SAS社（以下、「Cromology社」）及びCromology社の子会社等

について、子会社取得を行う意向を2021年10月20日に決定いたしましたので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企

業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第16号の２の規定に基づき、本臨時報告書を提出するものであります。

（注）　2021年10月20日に当社の連結子会社であるDuluxGroup社は、Wendel groupを中心とするCromology社の主要

株主との間でプットオプション契約を締結し、Wendel groupは子会社のWinvest International SCS FIAR社

を通じて本プットオプション契約を締結しました。本プットオプション契約に準じ、DuluxGroup社は

Cromology社の買収について確約するものです。フランスの法令に基づき、Cromology社は本件取引について

労使協議会との協議が義務付けられており、当該協議の終了後にDuluxGroup社とCromology社の株主は株式

買収契約を締結する見込みです。

 

２【報告内容】

(1）取得対象子会社に関する子会社取得を決定した機関

　2021年10月13日開催の取締役会において代表執行役共同社長へ決定の権限を一任することとしており、2021年10月

20日に子会社取得を行う意向を決定しました。

 

(2）取得対象子会社に関する子会社取得を行う連結子会社の名称、住所及び代表者の氏名

(1）名称 DGL International (UK) Ltd

(2）住所 Suite 1, 3rd Floor, 11-12 St James's Square, London SW1Y 4LB UK

(3）代表者の氏名
Andrew John Ryan, Director

Richard Paul Stuckes, Director

 

(3）取得対象子会社の商号、本店の所在地、代表者の氏名、資本金の額、純資産の額、総資産の額及び事業の内容

（１EURO＝131.05円）
 

(1）商号 Cromology Holding SAS

(2）本店の所在地 フランス　クリシー

(3）代表者の氏名 Loïc Derrien, CEO

(4）資本金の額 EUR　244百万（31,976百万円）

(5）純資産の額 EUR　313百万（41,019百万円）

(6）総資産の額 EUR　899百万（117,814百万円）

(7）事業の内容 塗料および塗料周辺製品の製造・販売

 

(4）取得対象子会社の最近３年間に終了した各事業年度の売上高、EBITDA及び当期利益

（１EURO＝131.05円）
 

決算期 2018年12月期 2019年12月期 2020年12月期

売上高
EUR　665百万

（87,148百万円）

EUR　668百万

（87,541百万円）

EUR　628百万

（82,299百万円）

EBITDA
EUR　29百万

（3,800百万円）

EUR　42百万

（5,504百万円）

EUR　64百万

（8,387百万円）

当期利益
EUR　－116百万

（－15,202百万円）

EUR　－37百万

（－4,849百万円）

EUR　8百万

（1,048百万円）

 

(5）取得対象子会社の当社及び連結子会社との間の資本関係、人的関係及び取引関係

資本関係 記載すべき資本関係はありません。

人的関係 記載すべき人的関係はありません。

取引関係 記載すべき取引関係はありません。
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(6）取得対象子会社に関する子会社取得の目的

　当社は、経営上のミッションである「株主価値最大化」を目指しており、新中期経営計画においてはグループ会社

間の強力なパートナーシップのもと各地域・事業で成長戦略を推進し、各地域の塗料市場での成長率を上回る売上成

長を目標としています。加えて、当社の持続的な成長を確固たるものとするため、塗料市場の高い成長性やキャッ

シュ・フローの安定性を活用し、積極的なＭ＆Ａを実施することで、グローバル市場でのさらなるプレゼンスの拡大

を図っています。

　欧州市場は、中国に次ぐ世界第２位の塗料市場であり、今後も安定的な成長が見込まれています。Cromology社

は、欧州で第４位の建築用塗料メーカーであり、建築用塗料市場におけるマーケットリーダーとして、フランスやイ

タリア、スペイン、ポルトガルで上位３社に位置するなど高いシェアを有し、欧州で幅広く事業展開しています。

　当社グループ傘下において、当社グループの投資能力、ブランド管理、マーケティングおよびイノベーション創出

力と、Cromology社のローカル市場で高い認知度を誇るブランドおよび強力な小売店との関係性を統合することで、

フランス、スペイン、イタリア、ポルトガル、さらには東欧諸国の一部を含む欧州主要都市への市場拡大が可能にな

る見込みです。

　またCromology社は、当社グループにとって欧州市場で汎用塗料事業への地盤構築の足掛かりとして、適切な事業

規模、販売規模および製造能力を有しており、本買収により、当社グループは新たな企業買収を行うための基盤を得

ることができます。加えて、Cromology社は、フランス、ポルトガルおよびスイスに386店舗の直営店を運営してお

り、DuluxGroup社の大規模・中規模のホームセンター等をはじめとするＤＩＹ顧客向けの販売チャネルを通じた販売

力の活用が可能です。本買収により、木工用塗料、高意匠塗料およびＳＡＦ（密封剤、接着剤、充填剤）など、

DuluxGroup社のポートフォリオに新たなブランドを立ち上げるための強力なプラットフォームが獲得できます。

 

(7）取得対象子会社に関する子会社取得の対価の額

取得価額　　EUR　1,152百万（150,970百万円）

　　　　　　（１EURO＝131.05円）
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